
款 項 目

6 2 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 26,724 0 0 0 26,724 100%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

観光協会運営補助 25,841 0 0 0 25,841 100%

観光振興事務 883 0 0 0 883

事業内容

●主な事業内容
　○犬山の観光推進に関わる体制の確立
　　・観光協会の事務局体制を維持・強化し、新たな観光戦略への挑戦、広域圏からの観光誘客、招
　　　聘等、法人としての機動力を活かした観光推進を支援する。
　○犬山市の観光情報ホームページの運営管理
　　・犬山市の観光情報について、旬な情報提供に心がけ、見やすさ、わかりやすさに配慮してホー
　　　ムページを管理する。
　○観光に係る環境の整備
　　・愛知県や愛知県観光協会、広域連携組織等との連携により宣伝体制を維持継続する。
　○地元のおもてなしの強化
　　・観光イベントの安全実施などについて、運営指導を行う。
　　・栗栖地区、入鹿地区など観光推進や受け入れ体制を強化する。

●その他
（効果）犬山の観光を振興し、観光誘客が図られる。

事業の
目標・計画

●事業の全体計画
　〇観光推進と観光イベントを実施する。
　〇観光協会による広範囲な観光振興や海外メディアへのセールスを含むインバウンド対応など、安
　　定した運用と積極的な観光誘致事業を実施する。

財源内訳

国県支出金

予算書(P)目名

地方債 その他 一般財源
予算額

観光費 138

施策事業名 観光振興

事業目的
犬山の観光推進及び観光イベントを実施する。
新しい観光資源の発掘・育成を図るため、地域意識の向上を行う。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 観光交流課



款 項 目

6 2 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

施策事業名 観光客誘致

事業目的
犬山観光に関する情報を国内、国外に発信するとともに、来訪する観光客に対しておもてなしを行
う。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 観光交流課
予算書(P)目名

地方債 その他 一般財源
予算額

観光費 137

0 0 100 90,395

事業内容

●主な事業内容
　○犬山観光キャンペーンの実施
　　・名古屋鉄道と連携し、春夏秋の宣伝キャンペーンを実施する。
　○催事の実施
　　・日本ライン夏まつりや秋のイベントを実施する。
　　・日本ライン夏まつり納涼花火大会の実施にあたり、クラウドファンディングを活用する。
　○キャラバン等の観光宣伝の実施
　　・名古屋、首都圏、関西圏での集中キャラバンや鉄道駅を活用した観光宣伝を実施する。
　○愛知県大型観光キャンペーン等への参加
　　・ＪＲや旅行会社等に商品造成の売り込みを実施する。
　○地域連携、広域連携による観光宣伝の実施
　　・各種協議会や連携市町による観光宣伝、集客イベントを実施する。
　○国内、国外の観光客の受入に関するおもてなし事業の実施
　　・訪日外国人の受け入れ体制を強化する。
　　・滞在時間延長のためにおもてなし企画の拡充を図る。
●その他
（効果）観光誘客を促進し、観光振興を図ることができる。

事業の
目標・計画

●事業の全体計画
　○観光事業の実施
　　・観光協会と連携し、観光事業を実施する。
　　・愛知県大型観光ｷｬﾝﾍﾟｰﾝをきっかけに、全国から犬山への観光誘客を図る。
    ・各ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ期間中の土、日、祝日、歩行者天国等での交通誘導、警備を行う。

財源内訳

国県支出金

100%

 - - - - - - - 

観光客誘致 90,495

- - 

 - - - - - - 

- - - - 

- 

 - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - 

 - - - - - - 

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 90,495 0 0 100 90,395 100%



款 項 目

6 2 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 87,451 0 0 76,859 10,592 12%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

0%

観光駐車場管理 48,549 0 0 48,549 0 0%

観光案内所整備 3,261 0 0 3,261 0

57%

観光案内所運営 17,098 0 0 17,098 0 0%

観光施設管理 18,543 0 0 7,951 10,592

事業内容

●主な事業内容
　○城前観光案内所設置に向けた設計委託（調査、各許可申請手続き）
　○キャッスルパーキング自動ゲート化導入及び一体的な観光駐車場管理運営
　　・内田観光駐車場及びキャッスルパーキングを効果的に運用する。
　○各案内看板の適正な維持補修及び管理
　○各観光トイレの定期的な清掃及び維持補修管理

●その他
（効果）観光誘客を促進し、観光振興が図られる。

事業の
目標・計画

●事業の全体計画
　○観光施設の適正管理
　　・観光駐車場、観光トイレ、観光案内看板等の維持管理を適正に行う。
　○観光案内所、観光駐車場の運営
　　・観光案内所でのおもてなしの充実を図る。
　　・駐車場管理は、キャッスルパーキングと内田観光駐車場を一体的に管理する。
　　・キャッスルパーキングへの自動ゲート化を実施する。（H３０．９～）
　　・城前観光案内所の設置に向け、設計を委託し、諸手続きを進める。

財源内訳

国県支出金

予算書(P)目名

地方債 その他 一般財源
予算額

観光費 136

施策事業名 観光施設管理・運営

事業目的 犬山を訪れる観光客に対して快適な環境を提供する。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 観光交流課



款 項 目

6 2 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

施策事業名 観光事業振興基金

事業目的
将来の観光振興に係る経費の一部を積立、一時的に大きな費用が必要な事業が発生した場合に活用す
る。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 観光交流課
予算書(P)目名

地方債 その他 一般財源
予算額

観光費 138

0 0 0 1

事業内容

●主な事業内容
　○観光事業振興基金への積立
　　・犬山温泉に係る入湯税の一部を基金の財源として積み立てる。
　○観光事業振興基金の取り崩し
　　・観光振興に一時的に大きな費用が生じる場合において、基金の一部を取り崩して活用する。
　　※城前観光案内所の整備に係る費用（設計、工事）に活用する。

●その他
（効果）観光振興基金の運用及び活用が図られる。

事業の
目標・計画

○観光事業振興基金の運用及び活用
・犬山温泉に係る入湯税(前年度分)の1/2を基金へ積み立てる。
・必要に応じ、基金の一部を取り崩して活用する。
　※城前観光案内所の整備に係る費用（設計、工事）に活用する。
平成28年度末積立総額　45,635,799円

財源内訳

国県支出金

100%

 - - - - - - - 

観光事業振興基金積立金 1

- - 

 - - - - - - 

- - - - 

- 

 - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - 

 - - - - - - 

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 1 0 0 0 1 100%



款 項 目

6 2 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 66,785 5,721 0 805 60,259 90%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

90%

 - - - - - - - 

木曽川うかい事業費特別会計繰出金 66,785 5,721 0 805 60,259

事業内容

●主な事業内容
　○鵜舟操船に係る船頭の育成。
　　・地方創生推進交付金を活用した船頭育成事業を実施し、船頭不足の解消と鵜飼の保存に取り組
む。
　○木曽川うかいに係る観光宣伝
　　・各務原市との協力体制を強化し、各地での宣伝活動を実施する。
　○鵜飼に係る鵜の飼育管理
　　・現在の鵜舎の老朽化により、移転について継続した研究を行う。
　　・鳥インフルエンザ対策など鵜の健全な管理を強化する。
　○鵜匠の育成（男性３名の正規職員、女性１名の観光協会職員）
　　・今後も犬山の伝統漁法、木曽川の観光資源として継続していくため、取り組み体制について継
続して検討する。
●その他
（効果）・木曽川うかいを伝統文化として保存し、観光資源として活用できる。
　　　　・活用することにより、観光振興、観光誘客の促進が図られる。

事業の
目標・計画

●事業の全体計画
　○鵜飼の実施（６月１日から１０月１５日まで）
　○鵜飼の保存、活性化に係る取り組みを進める。
　　・地方創生推進交付金を活用し、鵜舟の船頭育成事業を継続実施する。
　　・うかい実施市町等と連携、協力して、保存及び活性化に係る取り組みを実施する。
    ・うかい観覧者数を増加させる。（前年度以上を目標とする。（平成29年度25,724人））

財源内訳

国県支出金

予算書(P)目名

地方債 その他 一般財源
予算額

観光費 138

施策事業名 木曽川うかい事業費特別会計繰出金

事業目的 「木曽川うかい」を犬山の伝統文化として、保存伝承すると共に、犬山の観光資源として活用する。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 観光交流課



款 項 目

6 2 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 25,244 0 0 7,446 17,798 71%

 - - - - - - 

100%

海外都市交流 1,693 0 0 0 1,693 100%

国内都市交流 1,127 0 0 0 1,127

100%

国際交流事業振興基金積立金 6 0 0 6 0 0%

海外青年招致 4,357 0 0 0 4,357

38%

多文化共生推進 6,478 0 0 280 6,198 96%

友好交流推進 11,583 0 0 7,160 4,423

事業内容

●主な事業内容
　〇多文化共生推進事業の実施
　・異なる言語や文化を持つすべての市民が暮らしやすいまちづくりを目指す。
　（主な事業）
　　　多文化共生推進員等による相談窓口の設置
　　　各種申請書等翻訳事業の実施
　　　コミュニティ通訳者養成講座の実施
　　　コミュニティ通訳者派遣システムを活用した在住外国人の支援
　　　多言語情報紙発行や在住外国人の居場所づくりの実施
　〇交流事業
　・国際交流員による異文化交流・理解のための事業の実施
　・姉妹友好都市との交流、青少年海外派遣事業の実施
●その他
　（効果）国際交流事業、多文化共生推進事業の推進及び国内外の姉妹友好都市との交流を図ること
ができる。

事業の
目標・計画

●全体計画
・在住外国人のための教育、医療、福祉、環境など、広範囲にわたる行政サービスを整え、快適な社
会生活が送れるようコミュニケーションや生活の支援を行うと共に、姉妹友好都市との交流を実施す
る。

財源内訳

国県支出金

予算書(P)目名

地方債 その他 一般財源
予算額

友好交流費 138

施策事業名 国際交流及び多文化共生推進等

事業目的
・国際的に通用する人材の育成や国際理解、交流推進を図る。
・在住外国人に対応した快適な居住環境の整備を図る。
・国内海外姉妹友好都市との交流を実施する。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 観光交流課



款 項 目

6 2 3

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 109,795 0 0 43,106 66,689 61%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

93%

国際交流村管理 1,800 0 0 0 1,800 100%

国際観光センター利活用 1,561 0 0 110 1,451

62%

国際観光センター営繕 9,149 0 0 5,649 3,500 38%

国際観光センター管理 97,285 0 0 37,347 59,938

事業内容

●主な事業内容
　〇施設の適正な管理
　　・会議室や舞台設備等の施設利用の提供
 　 ・犬山国際観光センターの多機能化に伴う改修設計
　　・フロイデホールの利用形態の検討
　〇経年劣化に伴う修繕工事の計画的な実施
　〇国際交流村の適正な管理

●その他
（効果）地域における国際交流を促進し、市民の福祉と健康の増進を図ることができる。

事業の
目標・計画

●事業の全体計画
　・犬山国際観光センターの設置目的に基づき、国際交流の促進及び施設の適正管理を行う。
　・犬山国際交流村の適正な管理を行う。

財源内訳

国県支出金

予算書(P)目名

地方債 その他 一般財源
予算額

国際交流施設費 140

施策事業名 国際観光センター及び国際交流村管理等

事業目的
地域における国際交流を促進し、市民の福祉と健康の増進を図るための拠点として犬山国際観光セン
ター及び犬山国際交流村の管理運営を行う。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 観光交流課



Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

事業名

特別会計名

木曽川うかい事業費特別会計

- 

合計 68,836 0 0 68,836 0 0%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

0%

予備費 1 0 0 1 0 0%

維持管理費 68,835 0 0 68,835 0

事業内容

●主な事業内容
　○鵜舟操船に係る船頭の育成。
　　・地方創生推進交付金を活用した船頭育成事業を実施し、船頭不足の解消と鵜飼の保存に取り組
む。
　○木曽川うかいに係る観光宣伝
　　・各務原市との協力体制を強化し、各地での宣伝活動を実施する。
　○鵜飼に係る鵜の飼育管理
　　・現在の鵜舎の老朽化により、移転について継続した研究を行う。
　　・鳥インフルエンザ対策など鵜の健全な管理を強化する。
　○鵜匠の育成（男性３名の正規職員、女性１名の観光協会職員）
　　・今後も犬山の伝統漁法、木曽川の観光資源として継続していくため、取り組み体制について継
続して検討する。
●その他
（効果）・木曽川うかいを伝統文化として保存し、観光資源として活用できる。
　　　　・活用することにより、観光振興、観光誘客の促進が図られる。

事業の
目標・計画

●事業の全体計画
　○鵜飼の実施（６月１日から１０月１５日まで）
　○鵜飼の保存、活性化に係る取り組みを進める。
　　・地方創生推進交付金を活用し、鵜舟の船頭育成事業を継続実施する。
　　・うかい実施市町等と連携、協力して、保存及び活性化に係る取り組みを実施する。
    ・うかい観覧者数を増加させる。（前年度以上を目標とする。（平成29年度25,724人））

財源内訳

国県支出金 地方債 その他 一般財源
予算額

295

施策事業名 木曽川うかい事業

事業目的 「木曽川うかい」を犬山の伝統文化として、保存伝承すると共に、犬山の観光資源として活用する。

一般財源
の割合

平成３０年度予算説明書

部局名 経済環境部

課　名 観光交流課
予算書(P)


